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高値を更新したマザーズ指数 

日経平均や TOPIX といった日本株を代表する指数がなかなか高値を更新できずに

推移する中で、マザーズ指数が１０月１４日に１３６８．１９の高値をつけ、とうと

う２０１８年１月の高値を更新してきた。マザーズ指数はコロナショックが起きる中、

本年３月に安値５２７．３０をつけ、２０１３年の安値水準まで売られたが、この安

値をボトムに７か月間で約２．６倍となった。つまり２年２か月間の調整を７か月間

で取り戻した計算だ。問題はこの後の展開だが、既に先駆した創薬ベンチャーなどを

中心に利益確定売りに押される展開が見られ指数自体にもやや高値警戒感が出始めて

いるとの印象があり、テクニカル上も長期移動平均線からの乖離率が拡大しており、

警戒感が出やすい株価の位置に入ってきた。このため利益確定売りも出やすい。マザ

ーズ指数が今週始めに１３００ポイント割れを演じたのもそうした視点を踏まえての

ものと推察される。それでもマザーズ指数はまだ高値更新を果たしたばかりであり、

多少の指数の調整や人気銘柄の変化はあるとしても、米NASDAQ 指数と同様に好需

給を背景に現在の指数のトレンドに大きな変化は当面は起きないという強気の見方を

堅持したいが、それは米国の株式相場に連動しやすいと見ておく必要がある。 

こうしたマザーズ銘柄が人気化する中で１０月後半の IPO もユニークなマザーズ

銘柄が相次いで登場。１０月２７日の妊娠育児ママ層向けアプリ提供サービスのカラ

ダノート（４０１４・公開価格４５０円）、２８日の基礎化粧品製造販売のプレミアア

ンチエイジング（４９３４・同４１４０円）、認可保育所を展開する、さくらさくプラ

ス（７０９７）、３０日のグルメプラットフォームを展開する Retty（７３５６）とい

ずれも人気化期待のマザーズ銘柄だ。 

これらに先立って９月後半に IPO に至ったマザーズ銘柄では①トヨクモ（４０５

８・２４日・公開価格２０００円⇒初値９02０円（４．5 倍）⇒高値１１１９０円（初

値比＋24．1％）⇒時価７０００円）、②I-ne（４９３３・２５日・公開価格２８９０

円⇒初値３２５０円（＋１２．５％）⇒高値４７３０円（＋４５．５％）⇒時価３６

１０円）、③rakumo（４０６０・２８日・公開価格１２５０円⇒初値３８００円（３．

０倍）⇒高値４１７５円（＋９．９％）⇒時価３１４５円）、④ヘッドウォータース（４

０１１・２９日・公開価格２４００円⇒初値２８５6０円（１１．９倍）⇒高値３６２

５０円（＋２6．9％）⇒時価２２７４０円）、⑤アクシス（４０１２・３０日・公開

価格１０７０円⇒初値５７００円（５．３倍）⇒高値９３５０円（＋６４％）⇒時価

５８６０円）と登場。押し並べて人気化し初値が公開価格に対して大きく上回るケー

スが見られたが、短期的な人気化はあってもその後は高値形成後に反落し初値を下回

る IPO 銘柄独特のケースが見られるため、９月に比べると１０月後半の IPO はやや

初値形成はやや穏健になるものと想定したいが、マザーズ銘柄への人気継続傾向を受

けて引き続き各銘柄ともにかなりの人気化が想定される。 
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